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はじめに 

 

旧上瀬谷通信施設は、昭和 20 年に米軍により接収され、平成 27 年６月 30 日に全域が返還され

た約 242ha の米軍基地の跡地です。横浜市では、令和２年３月に「旧上瀬谷通信施設土地利用基

本計画」を公表し、土地利用について検討を進めており、まちづくりの一環として新たな公園の

整備を計画しています。また、令和２年 12 月から令和３年１月にかけて「（仮称）旧上瀬谷通信

施設公園基本計画（素案）」について市民意見募集を実施し、令和３年６月に「（仮称）旧上瀬谷

通信施設公園基本計画（原案）」を公表しました。その後、公園区域を北側に拡大し、令和４年６

月に「（仮称）旧上瀬谷通信施設公園基本計画（案）」を公表しました。なお、公園予定地は、令和

９年に開催される国際園芸博覧会の会場として利用される計画です。 

（仮称）旧上瀬谷通信施設公園整備事業は、旧上瀬谷通信施設に、広域公園を整備するもので、

郊外部の新たな活性化拠点として、豊かな自然をいかしたレクリエーション空間などの人が集い、

交流する場の創出、国際園芸博覧会のレガシーを継承する拠点の形成、大規模災害発生時におけ

る広域的な応援活動の拠点等の形成を図る事業です。 

本事業は、「横浜市環境影響評価条例」の「運動施設、レクリエーション施設等（都市公園の新

設）」の第１分類事業に該当することから、同条例に基づき「（仮称）旧上瀬谷通信施設公園整備

事業 環境影響評価書」として、ここに取りまとめました。 

今後、事業計画の策定や事業の実施にあたっては、先般取りまとめた計画段階配慮事項、送付

を受けた方法市長意見書、公園区域拡大に伴い提出した事業内容等修正届出書に対する答申の附

帯意見及び審査書等の内容を踏まえ環境に配慮した計画としつつ、事業を進めてまいります。 

 

  



 

 



 

 

横浜市環境影響評価条例の手続の流れと評価書の段階 

 

資料：「横浜市環境影響評価条例の手続の流れ【手続フロー図】」 

（横浜市環境創造局政策調整部環境影響評価課ホームページ 令和５年 10 月閲覧） 
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本書提出までの環境影響評価手続経緯一覧（配慮書～方法書段階） 

 

 

 項目 日付 備考 

計
画
段
階
配
慮
書
手
続 

提出 令和２年１月９日  

公告 令和２年１月 24 日  

縦覧 
令和２年１月 24 日 

～令和２年２月７日 
縦覧期間：15 日間 

環境情報を記載した書面の受付 
令和２年１月 24 日 

～令和２年２月７日 
環境情報：０通 

横浜市環境影響評価審査会（１回目） 令和２年１月 28 日 会場：関内中央ビル 

横浜市環境影響評価審査会（２回目） 令和２年２月 28 日 会場：関内中央ビル 

配慮市長意見書の作成 令和２年３月 10 日  

配慮市長意見書の公告 令和２年３月 25 日  

配慮市長意見書の縦覧 
令和２年３月 25 日 

～令和２年４月８日 
縦覧期間：15 日間 

事業廃止等届出書の提出 令和３年３月 26 日  

事業廃止等届出書の公告 令和３年４月 15 日  

環
境
影
響
評
価
方
法
書
手
続 

提出 令和３年６月 14 日  

公告 令和３年６月 25 日  

縦覧 
令和３年６月 25 日 

～令和３年８月 10 日 
縦覧期間：47 日間 

意見書の受付 
令和３年６月 25 日 

～令和３年８月 10 日 
意見書：４通 

横浜市環境影響評価審査会（１回目） 令和３年６月 28 日 会場：横浜市庁舎 

説明会の開催（１回目） 令和３年７月 16 日 会場：瀬谷公会堂 

説明会の開催（２回目） 令和３年７月 17 日 会場：瀬谷公会堂 

説明会の開催（３回目） 令和３年７月 19 日 会場：旭公会堂 

横浜市環境影響評価審査会（２回目） 令和３年７月 27 日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（３回目） 令和３年８月 31 日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（４回目） 令和３年９月 30 日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（５回目） 令和３年 10 月 27 日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（６回目） 令和３年 11 月 11 日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（７回目） 令和３年 12 月９日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（８回目） 令和３年 12 月 21 日 会場：横浜市庁舎 

方法市長意見書の作成 令和３年 12 月 24 日  

方法市長意見書の公告 令和４年１月 14 日  

方法市長意見書の縦覧 
令和４年１月 14 日 

～令和４年２月 14 日 
縦覧期間：32 日間 



 

 

本書提出までの環境影響評価手続経緯一覧（事業内容等修正届出書段階～準備書段階） 

 項目 日付 備考 

事
業
内
容
等
修
正
届
出
書
手
続 

提出 令和４年７月 19 日  

横浜市環境影響評価審査会（１回目） 令和４年７月 28 日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（２回目） 令和４年９月１日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（３回目） 令和４年９月 29 日 会場：横浜市庁舎 

事業内容等修正届出書に係る環境影響

評価の通知 
令和４年 10 月 12 日  

環
境
影
響
評
価
準
備
書
手
続 

提出 令和５年３月 14 日  

公告 令和５年３月 24 日  

縦覧 
令和５年３月 24 日 

～令和５年５月８日 
縦覧期間：46 日間 

意見書の受付 
令和５年３月 24 日 

～令和５年５月８日 
意見書：21 通 

横浜市環境影響評価審査会（１回目） 令和５年３月 27 日 会場：横浜市庁舎 

説明会の開催（１回目） 令和５年４月 14 日 会場：旭公会堂 

説明会の開催（２回目） 令和５年４月 15 日 会場：旭公会堂 

説明会の開催（３回目） 令和５年４月 21 日 会場：瀬谷公会堂 

説明会の開催（４回目） 令和５年４月 22 日 会場：瀬谷公会堂 

横浜市環境影響評価審査会（２回目） 令和５年４月 27 日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（３回目） 令和５年５月 25 日 会場：横浜市庁舎 

準備書意見見解書の提出 令和５年６月５日  

横浜市環境影響評価審査会（４回目） 令和５年６月 12 日 会場：横浜市庁舎 

準備書意見見解書の公告 令和５年６月 15 日  

準備書意見見解書の縦覧 
令和５年６月 15 日 

～令和５年６月 29 日 
縦覧期間：15 日間 

意見陳述の申出 
令和５年６月 15 日 

～令和５年６月 29 日 
１通 

横浜市環境影響評価審査会（５回目） 令和５年６月 22 日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（６回目） 令和５年７月 10 日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（７回目） 令和５年７月 31 日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（８回目） 令和５年８月８日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（９回目） 令和５年９月 11 日 会場：横浜市庁舎 

横浜市環境影響評価審査会（10 回目） 令和５年９月 25 日 会場：横浜市庁舎 

審査書の送付 令和５年 10 月４日  

審査書の公告 令和５年 10 月 13 日  

審査書の縦覧 
令和５年 10 月 13 日 

～令和５年 11 月 13 日 
32 日間 
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本書に掲載した地図の下図は、国土地理院発行の電子地形図 25000 又は電子地形図（タイ

ル）を加工して作成したものである。 

  


